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令和 6年 5月 31日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員 千 田 貞

私が参加 した次の行政視察の結果にういて報告します。

1.視察先    ①長野県伊那市議会 ②長野県駒ケ根市議会

2.視察日時   令和 6年  5月 20日 (月 )～ 5月 21日 (火 )

3.視察及び目的 ①伊男l市議会 議会改革の取組について

②駒ケ根市議会 議会改革・議会機能向上推進委員会の

取り組みについて

4:調査内蓉感想について等

・研修の目的

① 伊 市議会 における 改革の取組 につ ヤヽて、議会が、毎年、 市中学

狙

記

ナr の キ ャ 1) ア フェスへ 家 力R 菖 体 オ の 蒜 会 俸 聴 オ/・ 表 っか t 隷 会 へ の 閻 ,い 矛 深十 イこ

めてもらい 議会との距離を縮lめ

② 駒ケ根市議会において「議会機能向上推進婆ヽ員会Jの役割、事業評価の取

り組みの 熊 を学ぶ
^

・研修の内容

①伊那 で ま、議会議 機迷で無挫要 の経 か
'ぅ

、 琴手赤日元 4Flこ キ催 の 中

学生キャ リアフェスに議会 として参画 し、璽に高校生にも探求

て議会傍聴で

長 浜 市 議 会

の時間を利用 し

、議会 オ〆知って幸ぅらう取 り組みをされたn
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その後、議会 己々菫 特 月f 参昌会冷立ち上イず 詰願、[東情の暮査方法の 甲1直 し、予算

決算審査の見直 し、基本条例の見直 しなどを進 め、市民嫁加 の 強 を り

「政策サポータ― 1導入、議会機能 の イこ取 り組まれました∩ヒ

をはじ 生 との に よ

表後、グルー 談 な ど行 い、 ップな ど森加者 は延べ 6 0人の資 見をワークショ

聴取 してい る 更にオ ンライ ン委 員 の開催 に向けた要綱整備 な ど積極的に

行われていまゝ
)~ハ

何 より、その後高校生か らの子育てに関す る請願 が出 されたことが議会改革

の証明になっている命

②駒ケ根 会では 「議会改革・ 能向上推進委 員会の みについて

研修 をしま した 具イ本的 こは、議会 の ICT イ陀、 日乍年 より 「わくわく夫菜部会 |

とい うことで主権者孝ノ党育の推進 花進 め ねノている

事業評価 については、4段階にノ刀＼け、達成、一部達成、未達成、未着手の簡単な

シー トを作成 し行われているハ 誤題解決に向け議員間 マぅあり、クールダウ

ンミーテ イングと称 し、全 員で共通認識を持つことを趣 旨イこ活動 している。又、

ツキニミーテ才ングで定期的にコミニュケーシ ョンをとられてい

。研修の結果を本市にどのように反映させるか

今回、両市議会に出向き、議会改革のそれぞれの手法 を しかも積極的に

取 り組まれている 澁務テ薫 じましたハ それぞれの議会において取 り組みを

通 じて議会議員の資暫向上につながっているように思います

本市でも、市民との交流において、広報公聴委員会に委ねているが、どちらか

とい うと議会全員で取り組むことが先ず必要かなとおもいます∩

そして、若者 に興味がわ くよ うに議会 澄して SNS利用の勉強 も だ と思い

ます。 主権者教育を焦点に、中高生を に して、 れか らの長浜市を考 える

ことが大事だと思います∩  国連 は、若者の定義は 15歳か ら2 4歳まで とし

ていることカヽ ら、我 々のよ うな年代で 相裾しきれないことを調 す る とか

ら始めてはどうか と思います∩ 又、 の情報収集はインターネットからが 7

00/O、 28%が テレビ 2 % が 葉斤^F耳日、書籍 か 応突日識 狩得 る こ と 彰

このことか ら、議会の

長 浜 市 議 会

が浮謙 ねノて 支ヽ す ^

汁応 幸、考 えることが必要だ と思います


